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筑後川水系河川整備計画（変更原案）について
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河川整備計画（変更）の要点

整備計画変更のポイント

 ｢地震津波対策｣を追加

 ｢水防災意識社会再構築｣に関する記載の追加

 ｢施設能力を上回る洪水等への対策｣を追加

 ｢気候変動への適応｣を追加

 「ダム再生ビジョン」に関する取り組みを追加

■平成15年10月に河川整備基本方針、平成18年７月に現行の河川整備計画を策定。

■平成24年7月九州北部豪雨により、花月川では堤防の決壊等により甚大な浸水被害が発生。『河川激甚災

害対策特別緊急事業』による河川整備を実施し平成28年度末までに概成（H29.3末進捗率84%）。

■平成29年7月九州北部豪雨では、花月川において整備計画目標流量を上回り、河川整備基本方針に対応し

た流量、計画高水流量を超過する洪水が発生。花月川のほぼ全川でHWLを超過するとともに、沿川では外

水及び内水による多数の家屋浸水被害が発生。

■今次洪水及び事業の進捗状況を鑑み、河川整備計画を一部変更する。

変更に至った経緯

①法律改正及び答申等を踏まえた変更 ③その他の事項による修正

②平成29年7月洪水を踏まえた変更

 今次洪水の特性を踏まえ、支川花月川の整備目標流量を計画高水流量規模の1,200m3/sに

変更し、掘削や河道拡幅等により対応。

 花月川において、新たな洪水調節施設の整備に向けた調査・検討を整備計画に位置付け

 支川の排水能力向上として、支川水位の低減に資する対策を記述

 現行計画に記載している統計データの

時点修正

 整備の進捗状況に合わせた記載内容の

時点修正
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筑後川水系河川整備計画（変更原案）目次

筑後川水系河川整備計画（変更原案）【大臣管理区間】
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1．筑後川の概要
1．1 流域及び河川の概要
1．2 治水の沿革
1．3 利水の沿革

2．筑後川の現状と課題
2．1 洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

2．1．1 洪水対策
2．1．2 高潮対策
2．1．3 堤防の安全性
2．1．4 地震・津波対策
2．1．5 施設の能力を上回る洪水等への対策
2．1．6 気候変動への適応
2．1．7 河川管理施設の維持管理
2．1．8 河道の維持管理

2．2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
2．2．1 利水をとりまく状況
2．2．2 渇水の発生状況

2．3 河川環境の整備と保全に関する事項
2．3．1 自然環境
2．3．2 河川空間の利用
2．3．3 河川の景観
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3．1 河川整備計画の基本理念
3．2 計画対象区間及び計画対象期間

3．2．1 河川整備計画の対象区間
3．2．2 河川整備計画の対象期間

3．3 洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
3．3．1 洪水対策
3．3．2 高潮対策
3．3．3 地震・津波対策
3．3．4 施設の能力を上回る洪水等への対策
3．3．5 気候変動への適応

3．4 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
3．5 河川環境の整備と保全に関する目事項

4．河川の整備の実施に関する事項
4．1 河川の整備の実施に関する考え方

4．1．1 洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する考え方
4．1．2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する考え方
4．1．3 河川環境の整備と保全に関する考え方
4．1．4 河川整備の実施に関する総合的な考え方

4．2 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行により設置される河川管理施設等の機能の概要
4．2．1 洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
4．2．2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
4．2．3 河川環境の整備と保全に関する事項

4．3 河川の維持の目的、種類及び施行の場所
4．3．1 洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
4．3．2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
4．3．3 河川環境の整備と保全に関する事項

5．筑後川における総合的な取り組み
5．1 対話と協働による川づくり
5．2 流域における連携体制の構築 （100万人の川守りさんプロジェクト）
5．3 川と人との係わりの復活
5．4 かわまちづくりの推進
5．5 河川情報の共有と情報館の活用
5．6 筑後川の価値・魅力の再認識
5．7 既設ダムを有効活用する取り組みを一層推進
5．8 流域全体を視野に入れた総合的なマネージメント

■整備計画の構成について、社会情勢の変化等に伴う記載の追加等を踏まえて下記のとおり構成を変更。
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1．筑後川の概要
1．1 流域及び河川の概要
1．2 治水の沿革
1．3 利水の沿革

2．筑後川の現状と課題
2．1 治水の現状と課題

2．1．1 洪水対策
2．1．2 高潮対策
2．1．3 堤防の安全性
2．1．4 河川管理施設の維持管理
2．1．5 河道の維持管理

2．2 利水の現状と課題
2．2．1 利水をとりまく状況
2．2．2 渇水の発生状況

2．3 環境の現状と課題
2．3．1 自然環境
2．3．2 河川空間の利用
2．3．3 河川の景観

3．河川整備計画の目標に関する事項
3．1 河川整備計画の基本理念
3．2 計画対象区間及び計画対象期間

3．2．1 河川整備計画の対象区間
3．2．2 河川整備計画の対象期間

3．3 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標
3．3．1 洪水対策
3．3．2 高潮対策

3．4 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標
3．5 河川環境の整備と保全に関する目標

4．河川の整備の実施に関する事項
4．1 河川の整備の実施に関する考え方

4．1．1 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する考え方
4．1．2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する考え方
4．1．3 河川環境の整備と保全に関する考え方
4．1．4 河川整備の実施に関する総合的な考え方

4．2 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行により設置される河川管理施設等の機能の概要
4．2．1 洪水、高潮対策等に関する整備
4．2．2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する整備
4．2．3 河川環境の整備と保全に関する整備

4．3 河川の維持の目的、種類及び施行の場所
4．3．1 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
4．3．2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
4．3．3 河川環境の整備と保全に関する事項

5．筑後川における総合的な取り組み
5．1 対話と協働による川づくり
5．2 流域における連携体制の構築 （100万人の川守りさんプロジェクト）
5．3 川と人との係わりの復活
5．4 かわまちづくりの推進
5．5 河川情報の共有と情報館の活用
5．6 筑後川の価値・魅力の再認識
5．7 流域全体を視野に入れた総合的なマネージメント
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現河川整備計画 河川整備計画（変更原案） 赤字：変更・追記箇所

河川整備計画（変更原案）＜全体＞

全 体全 体
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現河川整備計画 河川整備計画（変更原案） 赤字：変更・追記箇所

河川整備計画（変更原案）＜全体＞

全 体全 体



河川整備計画（変更原案）＜花月川に関する記載＞

■花月川については近年の出水被害を踏まえ、河川整備計画における“河川整備計画の目標に関する事項”の変更を行う。

現河川整備計画 河川整備計画（変更原案） 赤字：変更・追記箇所
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現河川整備計画 河川整備計画（変更原案） 赤字：変更・追記箇所

河川整備計画（変更原案）＜花月川に関する記載＞

治 水治 水
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：最深河床高

：現況河道水位（整備計画目標流量）

■花月川において洪水氾濫による災害の発生の防止又は軽減を図るため、河道掘削、築堤、堰改築等を実施する。

河川整備計画の変更による花月川の整備メニュー①

改築
及び掘削

架替

架替

河道拡幅

(3k0～3k6)

築堤

(0k0～0k2右岸)

(0k0～0k4左岸)

築堤

(1k2～1k6右岸)

掘削

(0k4～2k4)

掘削

(4k8～5k2)
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：河道水位が計画高水位を超過する箇所

改築
及び掘削

改築
及び掘削



御幸橋
一新橋

干井出井堰

髪永井堰

風呂元井堰

■花月川において洪水氾濫による災害の発生の防止又は軽減を図るため、河道掘削、築堤、堰改築等を実施する。

凡例

河道掘削

築堤

河道拡幅

橋梁架替え

堰改築
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河川整備計画の変更による花月川の整備メニュー②
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花月川の整備における河川環境への配慮

■河川環境に関する現状と課題について、既往環境調査結果を整理・分析し、保全すべき種・群落を選定するとともに、河川環境に配慮した
河川整備を行う。

花月川における保全すべき種・群落

希少性：これまでの環境調査等において確認されている環境省RL及び大分県RDB等に指定されている重要な種・群落
典型性（植物群落）：河川水辺の国勢調査結果を分析し、減少率70%以上又は90％以上に該当する群落
特殊性又は象徴性：上記に該当しないが、分布地等が限られる種、又は花月川を特徴づける種
特殊性（植物群落）：種構成が特殊な群落（非類似度により抽出）

項 目 植生 植物 魚類 底生動物 鳥類 両・爬・哺

保
全
対
象
種
・
群
落

希
少
性
・
特
殊
性
又
は
象
徴
性
等

希少性・典型性・特殊性
・オオイヌタデ－オオクサキビ
群落
・カナムグラ群落
・ツルヨシ群集
・オギ群落
・ウキヤガラ－マコモ群集
・ネコヤナギ群集
・メダケ群集
・ヌルデ－アカメガシワ群落
・ムクノキ－エノキ群集
・アラカシ群落
計10群落

希少性・特殊性
又は象徴性
・アカササゲ
・ミズマツバ
・ミゾコウジュ
・カワヂシャ
計4種

希少性・特殊性又
は象徴性
・スナヤツメ南方種

・ヤリタナゴ

・アブラボテ

・カワヒガイ

・オヤニラミ

・ヤマトシマドジョウ

・アリアケギバチ

・ミナミメダカ

計8種

希少性・特殊性又は
象徴性
・ミズゴマツボ
・ヒメマルマメタニシ
・モノアラガイ
・ヒラマキミズマイマイ
・クルマヒラマキガイ
・ヒラマキガイモドキ
・ミドリビル
・キイロサナエ
・タベサナエ
・コガタノゲンゴロウ
他 計12種

希少性・特殊性又
は象徴性
・チュウサギ
・ミサゴ
・ツミ
・ハイタカ
・コチドリ
・アオバズク
計6種

希少性・特殊性又
は象徴性
・トノサマガエル
・ニホンスッポン
・'カヤネズミ
・イタチ属の一種
計4種

河川整備における環境配慮

カワヂシャ

アブラボテ

コチドリ カヤネズミ（球巣）

ミゾコウジュ アカササゲ

ヤマトシマドジョウ コガタノゲンゴロウ

トノサマガエル

1k600：河床掘削及び築堤 カワヂシャ等の保全対象種は、工
事前にモニタリングを実施し、必
要に応じて表土移植等を行う

高水敷は、コチドリ、トノサマガ
エル、カヤネズミの生息場とな
っていることから、段階的施工
を行うことにより、他の生息場
への自力移動を促す

平水位前後に緩傾斜の河岸
を掘削し、冠水頻度の異なる
多様な抽水植物帯・エコトーン
を創出し、魚類や底生動物等
の良好な生息環境を確保する

3k400：法線是正

法線是正の施工に
よる濁水等の発生
が予想される場合
は、濁水・土砂の
流出防止に努める

カワヂシャ等の保全
対象種は、工事前
にモニタリングを実
施し、必要に応じて
表土移植等を行う

5k000：河床掘削

アカササゲ等の保全対象種は、
工事前にモニタリングを実施し、
必要に応じて表土移植等を行う

高水敷は、トノサマガエ
ルの生息場となってい
ることから、段階的施工
を行うことにより、他の
生息場への自力移動を
促す

平水位前後に緩傾斜の河岸を
掘削し、冠水頻度の異なる多様
な抽水植物帯・エコトーンを創出
し、魚類や底生動物等の良好な
生息環境を確保する

7k600：河床掘削
平水位前後に緩傾斜の河岸を掘削し、
冠水頻度の異なる多様な抽水植物帯・
エコトーンを創出し、魚類や底生動物等
の良好な生息環境を確保する

カワヂシャ等の保全対象種は、工事
前にモニタリングを実施し、必要に応
じて表土移植等を行う

高水敷は、トノサマガエ
ルの生息場となってい
ることから、段階的施
工を行うことにより、他
の生息場への自力移
動を促す

1ｋ600：河床掘削及び築堤

3ｋ400：河道拡幅

5ｋ000：河床掘削

7ｋ600：河床掘削



平成29年7月洪水による浸水被害
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■平成29年7月の洪水では、花月川の水位が急激に上昇し、堤防からの越水による外水氾濫及び降った雨の排水不良による内水氾濫により、
豆田地区、吹上地区、丸山地区において浸水被害が発生しました。

吹上地区
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花月水位観測所－日田雨量観測所

花月川右岸3k400付近より下流を望む

7月5日18:30頃

花月川右岸3k000
浸水状況（屋内）

花月川左岸3k800
浸水状況（堤内地の状況）

花月川左岸3k800
浸水状況（堤内地の状況）

日田市吹上町

：浸水範囲

：越水箇所

花月観測所

(mm）

(m）

※数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。



花月川における現状の課題 ①
河川の幅が部分的に狭く流速が速い

■3/200～3/600の区間は上下流の区間と比べると河川の幅が部分的に狭くなっており、洪水時の流速が局所的に速くなっています。
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上下流区間と比較すると川幅が狭くなっており、
洪水時の流速も速くなっています。

3k325地点の川幅は3k800地点の川幅とくらべ、約15m程度狭く
なっています。

：堤防の位置

：川幅

：H29.7洪水時の流速

川幅が狭くなっている区間

川幅が狭くなっている区間
で流速が速くなっている

川
幅

（
m
）

流
速
（

m
/s
）

3k800地点3k325地点

3k325地点

3k800地点

（km）

約60m

約75m

川幅が狭い箇所は、同じ水の量が小さい断面積で流れようとするため、
流速が早くなります。

遅い 遅い
速い

■洪水の流れるイメージ

断面が狭いと水は速く流れようとします。ホースの先を狭めると、水が
勢いよく出るのと同じイメージです。

広い

広い狭い
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湾曲部の局率が大きく左右で水位差が生じる

■3/000付近、3/700付近は河川が大きく湾曲しているため、洪水時に左右岸で大きな水位差が生じており、H29.7洪水では外岸側で
のみ堤防からの越水が発生しました。

花月川における現状の課題 ②

H29.7洪水では、湾曲部の外岸側でのみ堤防
からの越水が発生しました。

湾曲部では遠心力により外側に力が働くため、内岸側と外岸側で水位差
が生じます。また、局率が大きいほど、外側に働く力が大きくなるため、
その水位差も大きくなります。

強い

強い

カーブを曲がるとき、外側に力が掛かり、急カーブ、
高流速ほど大きな力が掛かるのと同じイメージです。

■湾曲部に働く力のイメージ

局率が
小さい

局率が
大きい

3k600地点

3k000地点

：浸水範囲

：越水箇所
越水箇所の対岸側では、洪水時の水位は堤防高を越えていない。

3k000付近

3k600付近

左岸側（外岸）右岸側（内岸）

左岸側（内岸）右岸側（外岸）

洪水の痕跡（堤防を越えていない）

洪水の痕跡（堤防を越えていない）

越水氾濫

越水氾濫

14

高流速



湾曲部の内岸側には土砂が堆積する

■河川の湾曲部では、遠心力により生じる流れの影響を受けるため、外岸付近では河床が洗掘され易くなり、内岸付近では土砂が堆積し易
くなります。花月川においてもH29.7洪水により内岸側で大規模な土砂堆積が発生しました。

花月川における現状の課題 ③

H29.7洪水後、湾曲部の内岸側で大規模な土砂堆積が発生しました。

3k400地点

直線部は土砂堆積はなく、河床は平坦となっていますが、
湾曲部では内岸側に土砂が堆積しています。
堆積箇所は激特事業で掘削を行った箇所であり、再度掘
削しても、洪水後に土砂堆積が生じる恐れがあります。

3k025地点

3k400地点（直線部）

3k025地点（湾曲部）

3k625地点

左岸側
（内岸）

右岸側
（外岸）

左岸側 右岸側
土砂堆積はなく

河床は平坦

内岸側で
土砂堆積

激特事業で掘削

：土砂堆積箇所

■土砂堆積状況

0
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30

0 100 200 300 400 500 600 700 800

2k600
2k800
3k000
3k600
6k200

洪水後の河道状況から、局率が大きいほど、河床部の勾配が急（堆積
が大きい）となることが確認できました。

堆
積

勾
配

（
1/
○

）

湾曲急勾
配

急
勾

配
緩

湾曲緩

局率が大きい
ほど堆積勾配が
急（堆積量大）
な傾向

堆積勾配が急
＝堆積量が大
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洪水ピーク時に土砂が堆積し洪水の流れに影響を及ぼす

■湾曲部の内岸側では、洪水中に土砂堆積が発生し、洪水のピーク時には大規模な土砂堆積が発生していたと想定されます。土砂堆積によ
り洪水が外岸側に偏って流下したことも、外岸側からのみ越水したことの一要因であると考えられます。

花月川における現状の課題 ④

堆積箇所の上面には破損した構造物の破片が確認されました。このことから、洪水の
ピーク時（構造物の破片が移動する程大きな力が作用する状況）には写真の状況まで土
砂が堆積していたと想定されます。

内岸側の土砂堆積により、洪水時の流れが外岸側に偏ったことも、外岸側のみ越水した
ことの要因と考えられます。

一新橋

：土砂堆積箇所

構造物の破片

構造物の破片

：洪水時の流れ

：越水箇所

湾曲部入口付近に中粒径の土砂が堆
積し始めますが、洪水の流れに大き
な影響はないと考えられます。

洪水初期～中期
■土砂堆積の状況と洪水の流れ

洪水盛期（ピーク）

洪水終期

湾曲部中心付近に大粒径の土砂が大
量に堆積し、洪水の流れを阻害する
ことにより、洪水の流れが外岸側に
大きく偏ってたと考えられます。

湾曲部出口付近を中心として全体的
に小粒径の土砂が堆積しますが、
水位は低くなるため、洪水の流れに
大きな影響はないと考えられます。
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河川整備の内容と整備による効果

○整備イメージ横断図 3/400付近

H26.3 撮影

■現状の課題の解消を目指し、河道拡幅による整備を実施します。整備の詳細については、今後、必要な調査や協議等を行い決定します。

河道拡幅により縦断的な川幅が均一になり、湾曲部の局率が現況よりも小さくなります。

：現況の堤防位置

：河道拡幅区間

3k400地点

御幸橋

4.0km

3.0km

一新橋

河道拡幅

河道拡幅を行うことによる効果

 川幅を広げることにより、流速の低減を図ることができるため、3／100付近の内外水位差が小さくなり、洪水時の右岸

側の越水のリスクも軽減します。

 川幅が狭い箇所区間の流速が減少し、縦断的に均一な流速となり、洪水時の施設被害（護岸の崩壊等）に対するリスク

が軽減します。

① 川幅を広げることによる効果

 3／700付近の局率を小さくすることで外岸に働く力が小さくなるため、内外水位差が小さくなり、洪水時の左岸側の越

水のスクが軽減します。

 内岸側の土砂堆積を抑制する効果があり、洪水時の流れの偏りも抑えられ、左岸側の越水のリスクが軽減します。

② 局率を小さくすることによる効果

河道拡幅による河川整備を行うことにより、花月川の課題解消を図ります。

17

※施行の場所の起終点及び法線位置については、地形の変化等に伴い
変更が生じる場合があります。
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現河川整備計画 河川整備計画（変更原案） 赤字：変更・追記箇所

河川整備計画（変更原案）＜治水＞

治 水治 水
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現河川整備計画 河川整備計画（変更原案） 赤字：変更・追記箇所

河川整備計画（変更原案）＜治水＞

治 水治 水
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現河川整備計画 河川整備計画（変更原案） 赤字：変更・追記箇所

河川整備計画（変更原案）＜防災＞

防 災防 災
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現河川整備計画 河川整備計画（変更原案） 赤字：変更・追記箇所

河川整備計画（変更原案）＜環境＞

環 境環 境
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現河川整備計画 河川整備計画（変更原案） 赤字：変更・追記箇所

河川整備計画（変更原案）＜維持管理＞

維持管理維持管理
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現河川整備計画 河川整備計画（変更原案） 赤字：変更・追記箇所

河川整備計画（変更原案）＜全体＞

全 体全 体
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（パブリックコメント）
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原
案
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備
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（
案
）
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備
計
画
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定

意見とりまとめ
関係機関協議

意見とりまとめ
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見
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方
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共
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の
長

平成29年 平成30年

・公聴会 １／２２

・地元説明会

意見聴取
＜約１ヶ月間を予定＞
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